
柔
軟
な
対
応
力
、
高
い
機
動
性

茨城港日立港区の有効活用木内哲也氏日産自動車ＳＣＭ本部車両部品物流部部長
　
当
社
の
国
内
に
お
け
る
輸
出
車
両

の
生
産
拠
点
は
、
栃
木
工
場

栃
木

県
上
三
川
町

や
追
浜
工
場

神
奈

川
県
横
須
賀
市

な
ど
の
自
社
工
場

お
よ
び
生
産
委
託
工
場
な
ど
、
計
５

カ
所
６
工
場
を
有
し
て
い
ま
す
。
工

場
で
作
っ
た
車
両
を
出
荷
す
る
拠
点

は
、
本
牧
専
用
埠
頭

横
浜
市
中

ふ
と
う

区

な
ど
４
カ
所
あ
り
、
こ
の
う
ち

茨
城
港
日
立
港
区
を
２
０
１
０
年
５

月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
自
動
車
の
部
品
調

達
、
生
産
か
ら
運
送
ま
で
の
工
程
の

あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
を
表
す
「
Ｔ
ｄ
Ｃ

ト
ー
タ
ル
デ
リ
バ
リ
ー
コ
ス
ト

を
も
と
に
、
世
界
の
ど
の
工
場
で
ど

の
モ
デ
ル
の
自
動
車
を
つ
く
る
の
か

を
決
め
て
い
ま
す
。
日
立
港
区
利
用

を
開
始
す
る
上
で
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
や
Ｔ
ｄ
Ｃ
の
削
減
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。
同
港
区
の
運
用
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
検
討
し
た
結
果
、
栃

木
工
場
の
生
産
車
を
北
米
東
岸
向
け

に
出
荷
す
る
の
に
使
う
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。

　
日
立
港
区
を
活
用
す
る
有
効
性
に

つ
い
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
輸

送
力
確
保
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
卸
売
り
の
対
応
や
工
場
不

具
合
時
の
突
発
的
な
対
応
を
要
す
る

場
面
で
、
本
牧
よ
り
も
日
立
の
ほ
う

が
短
距
離
で
渋
滞
も
少
な
く
、
柔
軟

な
対
応
が
可
能
で
す
。
弊
社
は

年

ま
で
の
環
境
行
動
計
画
の
中
で
、
エ

コ
カ
ー
な
ど
の
生
産
だ
け
で
な
く
物

流
に
お
い
て
も
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
を
目
指

し
て
お
り
、
栃

木
工
場
か
ら
本

牧
の
埠
頭
ま
で

と
比
べ
て
日
立

港
区
ま
で
の
ほ

う
が
年
間
で
排

出
量
を
１
０
０

０

以
上
削
減

で
き
ま
す
。
ま

た
、
本
牧
と
日

立
港
区
を
併
用
す
る
場
合
、
本
牧
の

み
で
輸
出
す
る
場
合
よ
り
も
１
日
当

た
り
１
５
０
台
多
く
輸
送
で
き
ま

す
。

　
次
に
、
バ
ー
ス
調
整
の
容
易
性
で

す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
バ
ー
ス

拡
大
に
よ
り
２
船
同
時
の
荷
役
が
可

能
と
な
っ
た
ほ
か
、
岸
壁
も
他
社
と

の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
保
管
エ
リ

ア
は
、
第
７
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
に
お

い
て
税
関
お
墨
付
き
の
充
実
し
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
防
塵
フ
ェ
ン
ス
や

ぼ
う
じ
ん

定
期
的
な
ス
イ
ー
パ
ー
清
掃
の
実
施

な
ど
で
高
い
品
質
を
確
保
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
栃
木
で
生

産
し
た
１
３
６
０
台
も
の
北
米
向
け

車
両
が
全
損
し
、
港
の
液
状
化
や
岸

壁
沈
下
な
ど
が
起
き
た
も
の
の
、
復

旧
計
画
の
対
応
が
迅
速
で
助
か
り
ま

し
た
。
柔
軟
な
対
応
力
や
近
距
離
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
機
動
性
の
高
さ
は

日
立
港
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
感
じ

ま
す
。
輸
送
力
確
保
、
バ
ー
ス
調

整
、
品
質
維
持
に
お
け
る
優
位
性
を

兼
ね
備
え
た
日
立
港
を
今
後
も
継
続

し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

木
材
輸
送
コ
ス
ト
・
時
間
削
減

茨城県における拡大理由堀川保彦氏中国木材常務取締役営業本部長鹿島工場工場長
　
当
社
は
広
島
県
呉
市
に
本
社
を
構

え
、
従
業
員
数
２
０
０
０
人
弱
、
う

ち
鹿
島
工
場

茨
城
県
神
栖
市

で

は
そ
の
約
４
分
の
１
の
従
業
員
が
一

緒
に
働
い
て
い
ま
す
。
事
業
内
容

は
、
木
材
の
製
材
お
よ
び
販
売
、
乾

燥
剤
の
製
造
販
売
、
集
成
材
の
製
造

販
売
、
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
な
ど
で
す
。

　
鹿
島
工
場
で
は
２
０
１
４
年
４
月

よ
り
非
住
宅
向
け
の
大
断
面
集
成
材

を
製
造
し
て
お
り
、
昨
今
で
は
幼
稚

園
や
小
学
校
な
ど
大
規
模
な
構
造
の

建
物
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
材
料
は
米
国
か
ら
輸
入
し
た

米
松
で
、
広
島
工
場

広
島
県
呉

市

と
鹿
島
工
場
２
二
拠
点
で
製
造

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国

産
材
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
全

国
に
四
つ
の
製
造
拠
点
、
八
つ
の
販

売
拠
点
を
開
設
し
、
お
客
さ
ま
に
対

し
て
供
給
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
海
外
か
ら
多
く
の
安
価
な

商
品
が
輸
入
さ
れ
、
世
界
と
の
競
争

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
材

も
例
外
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
し
な
け
れ
ば
世
界
と
戦
え
な
い
と

判
断
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
製

材
棟
と
加
工
棟
を
建
て
ら
れ
る
広
大

な
敷
地
、
原
木
運
搬
コ
ス
ト
低
減
の

た
め
に
大
型
船
舶
が
停
泊
可
能
で
、

か
つ
製
品
を
運
搬
す
る
た
め
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
近
い
位
置
で
内
航
船
の
利

用
が
可
能
な
港
が
必
要
で
し
た
。
以

上
の
条
件
に
合
致
し
た
の
が
鹿
島
港

で
し
た
。
鹿
島
港
湾
地
区
で
は
敷
地

面
積
約

万
平

方

を
確
保
で

き
て
い
ま
す
。

　
木
材
コ
ス
ト

の
比
率
の
う
ち

原
木
輸
送
費
が

％
、
国
内
物

流
費
が
７
％

と
、
物
流
だ
け

で

％
を
占

め
、
こ
れ
を
ど

う
削
減
す
る
か
が
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。

　
ま
ず
外
航
に
つ
い
て
は
、
米
国
か

ら
米
松
を
鹿
島
港
に
輸
入
し
て
い
ま

す
が
、
以
前
は
米
国
か
ら
広
島
に
運

ん
で
き
て
お
り
、
往
復
の
所
要
日
数

は
約

日
で
し
た
が
、
鹿
島
港
に
運

ぶ
場
合
で
は
約

日
と
、
日
数
の
削

減
と
１
日
当
た
り
の
輸
送
費
約
２
３

０
万
円
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
次
に
内
航
で
は
、
以
前
は
全
て
広

島
か
ら
船
舶
で
直
接
輸
送
し
て
い
ま

し
た
。
鹿
島
港
が
で
き
た
こ
と
で
、

名
古
屋
以
東
の
４
拠
点
へ
の
輸
送
が

広
島
か
ら
の
輸
送
と
比
べ
て
２

４

日
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
物
流
費
削
減

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
島
工
場
に
来
て
９
年
た
ち
ま
す

が
、
２
０
１
４
年
６
月
期
に
は
９
０

９
億
円
と
過
去
最
高
の
売
り
上
げ
を

達
成
し
ま
し
た
。
航
路
浚
渫
に
対

し
ゅ
ん
せ
つ

す
る
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
制

度
な
ど
の
面
で
茨
城
県
の
協
力
を
受

け
ら
れ
、
ま
た
用
地
が
潤
沢
な
た
め

で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コンテナ船を積んだ外国
船が利用するターミナル

道
路
網
な
ど
利
便
性
増
す
港
湾
復
旧
・
整
備
も
着
々

茨城県が特に力を入れる茨城港常陸那珂地区

好
条
件
ぞ
ろ
い
企
業
に
魅
力

進むインフラ整備いばらきの港に追い風

講
演
抄
録

　
茨
城
県
沿
岸
部
の
茨
城
港
と
鹿
島
港
は
、
首
都
圏
の
港
湾
貨
物
輸
送
が
京
浜
港
に

集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
陸
海
の
交
通
網
の
過
密
状
況
を
緩
和
す
る
目
的
で
機
能
強
化

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
、
２
０
１
１
年
に
全
線
開
通
し
た
北
関
東
自
動

車
道

北
関
東
道

、
来
年
度
に
も
県
内
全
線
開
通
す
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道

圏
央
道

な
ど
高
速
道
路
の
整
備
が
進
み
、
効
率
的
に
運
送
で
き
る
環
境
が
整

っ
て
き
て
い
る
。
深
刻
化
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
な
ど
企
業
が
抱
え
る
課
題
の
改
善
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

「
い
ば
ら
き
の
港
説
明
会
」

で
講
演
す
る
川
崎
近
海
汽
船

の
川
崎
誠
司
取
締
役

茨
城
県
を
基
点
と
し
て
、
北

海
道
と
首
都
圏
を
結
ぶ
定
期

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
航
路

人
手
不
足
の
一
助
に

　
茨
城
の
港
の
強
み
は
、
栃

木
県
、
群
馬
県
と
い
っ
た
北

関
東
と
短
距
離
と
い
う
点
に

あ
る
。
茨
城
県
港
湾
課
の
調

査
で
は
、
例
え
ば
宇
都
宮
市

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
す
る

場
合
、
京
浜
港
ま
で
は
約
１

４
０

で
２
時
間
半
近
く

か
か
る
が
、
常
陸
那
珂
港
区

ま
で
な
ら
約

、
時
間

も
１
時
間
強
で
済
む
と
い

う
。
運
送
時
間
が
減
り
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
も
削
減
で

き
る
。
ま
た
、
混
雑
な
ど
に

よ
り
京
浜
港
ま
で
の
運
送
は

１
日
１
往
復
が
限
度
だ
が
、

茨
城
港
で
あ
れ
ば
栃
木
・
群

馬
両
県
か
ら
は
１
日
に
２
往

復
で
き
る
。
効
率
的
な
物
流

が
可
能
に
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
長
時
間
労
働
の
改
善
な
ど

も
期
待
さ
れ
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足
と
い

う
観
点
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の

貨
車
ご
と
船
内
に
入
り
輸
送

で
き
る
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
活
用

し
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の
み
で
の

長
距
離
輸
送
か
ら
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
燃
料
費
や
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
の
み
な
ら

ず
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
貨
物
の

み
を
降
ろ
し
て
輸
送
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
も
で
き
る
た
め
だ
。
茨

城
港
で
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
網

を
持
つ
川
崎
近
海
汽
船
の
川

崎
誠
司
取
締
役
は
「
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
は
港
湾
と
高
速
道
路
網

が
整
備
さ
れ
た
茨
城
県
で
生

き
る
」
と
強
調
す
る
。

利
便
性
増
す
両
港

　
茨
城
・
鹿
島
両
港
の
定
期

航
路
状
況
は
、
内
貿
５
航

路
、
外
貿

航
路
の
計

航

路
と
充
実
。
特
に
茨
城
港
常

陸
那
珂
港
区
で
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
を
中
心
に
外
貿

航
路

を
擁
し
、
世
界
に
向
け
て
開

け
た
港
と
し
て
日
立
建
機
や

コ
マ
ツ
も
工
場
を
構
え
て
い

る
。
内
貿
に
つ
い
て
も
、
川

崎
近
海
汽
船
、
商
船
三
井
フ

ェ
リ
ー
、
近
海
郵
船
と
い
っ

た
船
会
社
が
航
路
網
を
構
築

し
、
北
海
道
と
結
ぶ
航
路
に

つ
い
て
は
国
内
の
ハ
ブ
港
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
九

州
に
も
つ
な
い
で
お
り
、
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
航
路
は
順
調
に

運
用
し
て
い
る
。

　
外
貿
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
に
つ
い
て
は
、
中
国
・
韓

国
へ
の
航
路
を
韓
国
・
南
星

海
運
、
中
国
へ
の
航
路
を
中

国
・
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
国
際
フ
ィ

ー
ダ
ー
航
路
を
香
港
・
Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｌ
が
扱
い
、
北
米
西
岸
と

常
陸
那
珂
港
区
を
つ
な
ぐ
航

路
を
米
・
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ｗ
ｏ
ｏ

ｄ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ
　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
が
運
航
し
て
い

る
。

　
両
港
の
取
扱
貨
物
量
は

年
に
過
去
最
高
の
９
４
５
３

万
７
０
０
０
ト
ン
を
記
録
し

コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
も
同
年

に
過
去
最
高
の
３
０
６
５
８

Ｔ
Ｅ
Ｕ

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は

フ

ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
個

を

達
成
。
う
ち
常
陸
那
珂
港
区

は
２
７
９
６
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
、

新
規
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
開
設

な
ど
で
前
年
の
倍
だ
っ
た
。

今
年
は
３
５
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ

を
目
標
に
し
て
お
り
、
７
月

ま
で
に
２
０
９
６
７
Ｔ
Ｅ
Ｕ

を
達
成
し
て
い
る
。

震
災
乗
り
越
え
発
展

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
も
着
々
と
進
む
。
岸
壁
や

主
要
な
埠
頭
用
地
な
ど
の
施

ふ
と
う

設
の
復
旧
が
今
年
３
月
ま
で

に
済
ん
で
お
り
、
年
内
に
全

て
完
了
す
る
予
定
。
ま
た
、

日
立
港
区
、
常
陸
那
珂
港
区

で
は
新
た
な
岸
壁
の
整
備
も

進
め
て
い
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
く
。

　
常
陸
那
珂
港
区
の
コ
ン
テ

ナ
航
路
に
つ
い
て
は
２
０
１

４
年
度
か
ら
新
た
に
助
成
制

度
を
設
け
て
い
る
。
新
規
利

用
、
継
続
利
用
、
新
航
路
開

設
を
行
う
事
業
者
向
け
の
助

成
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
茨
城
県
の
石
橋
洋
信
土

木
部
港
湾
振
興
監
は
「
非
常

に
好
評
で
、
本
年
度
分
の
予

算
は
申
請
額
が
予
算
に
達
し

終
了
し
た
が
、
来
年
も
続
け

た
い
。
茨
城
を
今
後
も
ま
す

ま
す
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
企
業
に
と
っ
て
の
魅
力

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 　　


